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特別損失の発生に関するお知らせ 

 

 

当社は、本日開催の取締役会におきまして、平成25年６月期に、下記のとおり特別損失を計上するこ

とを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．特別損失の発生とその内容 

当社は、従前より取り組んできた社内基幹システムの開発において、社内システム業務の整合性

や運用負荷のバランス等を見直した結果、開発の継続以外に合理的な対策を講じられることが判明

したことから、プロジェクト継続により発生する費用的・要員的ロスの拡大を勘案し、総合的な経

営判断から開発を中止することといたしました。これにともない、ソフトウェア開発に係る仕掛品

の廃却と諸費用等 58百万円を特別損失に計上することといたしました。 

 

２．今後の見通しについて 

平成 25年６月期（平成 24年７月１日～平成 25年６月 30日）において、58百万円の特別損失の

計上を予定しております。 

上記のとおり特別損失処理を行ないますが、当期は、各事業とも売上高は比較的堅調に推移して

おり、かつ引き続き徹底した経営の効率化と経費削減による収益の向上に一層努力してまいります。 

なお、平成 25年６月期通期連結業績への影響につきましては、現在精査中であり、今後業績予想

の修正が必要な場合には速やかにお知らせいたします。 

 

 

以 上 

 

 

 


